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9月定例会

　令和２年度決算（事業を紹介）

町政を問う（一般質問）

　５人の議員が質問

追跡レポート

　学校ＩＣＴ化はどこまで進んだ？
Ｐ 15

Ｐ ２

Ｐ 10

９月 28 日に無観客で行われた芦屋中学校体育祭。
生徒や校長先生へのインタビューを 16 ページに掲載しています。



小中学校 に タブレットを購入　
（町内全小中学校で１人１台タブレット）      ３２７１万円

今後に

期待

重要文化財

芦屋霰地真形釜購入
　　　２億７５００万円

議員の評価

６００年の時を経て里帰り、故郷の期待

と経済効果は計り知れません。

評価評価 中学校グラウンド整備
                 ９００２万円 

その他の支援策 総額

　　特別定額給付金（１人あたり 10 万円支給） １３億５５５０万円

　　緊急生活支援給付金（１人あたり２万円支給） ２億７０７８万円

　　電気料金支援給付金（１世帯あたり１万円支給） ５８９９万円

　　家庭用ごみ袋配布（家庭用ごみ袋引換券配布） １６３４万円

　　上下水道料金支援給付金

　　（１世帯あたり１万５０００円支給）
９１０９万円

※決算に関するその他の質疑や議員の討論はＰ４～５に掲載  しています。

評価

地域情報伝達システム 導入　

（戸別受信機を全世帯に配布）　　　　  　　　１億円

住民への周知はどうするのか。

今後、各自治区２人（区長＋１人）を対象に講

習会を行い、使用方法の周知を図っていきたい。

問

答

コロナ禍で、リモート学習に活用する考えはあるのか。

家庭でのオンライン学習も想定しており、すでに山鹿

小学校ではオンライン授業を試している。

問

答

役場から全世帯に情報が届く
システムがスタートとなり住民
生活の安全・安心の向上に期待
しています。

役
場
か
ら
発
信

役場からのお知らせを
放送（録音機能あり）

コンセントに
つなぐだけ

議員の評価

学力向上や安全な授業環境確

保の手段として評価します。

議員の評価

住民に正確な情報を伝達する手段

として今後に期待します。

文字でも表示
（過去 10 件分記録可能）

議員の評価

グラウンドの活用頻度が増

え、体力向上に期待します。

Ｐ 16 の 町 か ど イ ン タ
ビューに生徒や校長先生の
感想を掲載しています。：国の支援策　　　  ：町独自の支援策
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９
月
定
例
会

　
第
３
回
定
例
会
が
、
令
和
３
年
９
月
２
日
か
ら
14
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
決
算
、
補
正
予
算
、
意
見
書
な
ど
17
議
案
が
上
程
さ
れ
、
15
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



令和２年度決算

予算の使い道は評価できる
～コロナ対策で住民の生活を充実～

一般会計105億7545万円
前年度比 22億5232万円 増 →

　ボートレース場からも７億円を繰り入れており、住民への手厚いコロナ対策支援などが

評価され、賛成多数で認定されました。（１万円未満は切り捨てて紹介）

コロナ対策支援

その他の支援策 総額

　　特別定額給付金（１人あたり 10 万円支給） １３億５５５０万円

　　緊急生活支援給付金（１人あたり２万円支給） ２億７０７８万円

　　電気料金支援給付金（１世帯あたり１万円支給） ５８９９万円

　　家庭用ごみ袋配布（家庭用ごみ袋引換券配布） １６３４万円

　　上下水道料金支援給付金

　　（１世帯あたり１万５０００円支給）
９１０９万円

国

町

町

町

町

国

※決算に関するその他の質疑や議員の討論はＰ４～５に掲載  しています。

　国の支援策や町独自の支援策など、住民への手厚い支
援を評価します。（一部を掲載）

子
ど
も
た
ち
へ

　
　  

花
火 

配
布

３
５
５
万
円

　 高齢者へ
生活応援給付金 支給

（商品券1 万円分）

４４９８万円

各世帯にお米券配布

１０９４万円

町 町

町

町

町
評価

町

事業継続支援給付金支給
（農業・漁業者含む）６１４０万円

３１６０万円

町 大
学
生
な
ど
へ

 

生
活
応
援

     

給
付
金
支
給

：国の支援策　　　  ：町独自の支援策
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１７６３万円

？
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自宅の整理整頓や家
族とのバーベキュー
です。

コロナ自粛期間中
でのあなたの楽し
み方は？

一言インタビュー

R.S さん（35歳）

高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
者
支

援
事
業
の
利
用
者
数
は
。

１
３
３
人
が
利
用
し
た
。

こ
の
事
業
で
の
効
果
は
。

令
和
元
年
の
町
内
の
交
通
事
故

は
41
件
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年

は
15
件
、
高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
も
23

件
か
ら
７
件
に
減
少
し
て
い
る
。

（
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
１
０
７
日
間

休
館
し
、
指
定
管
理
料
を
減
額
）

コ
ロ
ナ
で
大
幅
に
利
用
者
が
減

少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
昨
年
憩
の
家
の

基
本
構
想
を
策
定
し
た
が
、そ
の
後
は
。

コ
ロ
ナ
で
社
会
情
勢
も
変
化
し

て
い
る
た
め
、
再
度
ニ
ー
ズ
調
査

を
行
う
予
定
に
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
無
料
に
し
た
効
果
は
。

令
和
元
年
度
は
50
％
だ
っ
た
接

種
率
が
、
令
和
２
年
度
は
75
％

に
向
上
し
た
。

今
年
度
は
ど
う
す
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
あ

り
、
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
令
和
２
年
度
と
同
様
の
全
員
無

料
で
の
接
種
は
行
わ
な
い
。

決
算
こ
こ
は

      
ど
う
な
っ
て
い
る

気
に
な
る
事
業
を

質 

疑◆
高
齢
者
に
よ
る

　
　
　

交
通
事
故
減
少
へ

問答問答

◆
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　

予
防
接
種
率
向
上

問答問答

◆
老
人
憩
の
家
委
託
料
減

問答

ど
の
よ
う
な
人
が
対
応
し
て
い

る
の
か
。

専
門
職
の
消
費
生
活
相
談
員
が

対
応
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
相
談
が

増
加
し
て
い
る
が
、
相
談
体
制

に
問
題
は
な
い
の
か
。

平
日
は
毎
日
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
た
め
問
題
は
な
い
。

金
賞
は
芦
屋
釜
饅
頭
に
決
定
し

た
が
、
そ
の
効
果
は
あ
っ
た
の

か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
し
て
い
た
商

品
Ｐ
Ｒ
や
販
路
拡
大
は
あ
ま
り

で
き
な
か
っ
た
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
や
ふ
る
さ
と
納
税
と
の
連
携
な

ど
は
行
っ
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、

ブ
ラ
ン
ド
認
定
を
行
い
、
認
定
商
品
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

問答問

消費者生活相談の様子

答 問

◆
コ
ロ
ナ
禍
で

　
　

消
費
生
活
相
談
が
増
加

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
ブ
ラ
ン
ド
金
賞

　

  

ウ
ェ
ブ
中
心
に
商
品
Ｐ
Ｒ 金賞を受賞した「芦屋釜饅頭」

？

・質疑とは

アッシーの
　議会豆知識

・討論とは
　自分の考えに反対す

る議員や賛否を決めか

ねている議員に対し、

賛同してもらうために

意見を表明すること。

　議会で審議する案件

を本会議や委員会でた

だすこと。

答 令
和
２
年
度
決
算

補

正

予

算

賛
否
一
覧
表

意

見

書

一

般

質
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跡
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萩
原
洋
子
議
員

　
小
中
学
校
の
プ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

改
修
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安

心
に
学
べ
る
環
境
を
整
備
し
、
夢
リ

ア
・
プ
ラ
ザ
は
、
天
候
に
関
わ
ら
ず
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
新
た
な

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
へ
改
修
し
た
。
町

内
巡
回
バ
ス
の
３
路
線
化
や
市
営
バ
ス

の
町
内
１
０
０
円
運
行
、
プ
レ
ミ
ア
ム

乗
車
券
の
販
売
な
ど
の
公
共
交
通
利
用

促
進
事
業
に
加
え
、
高
齢
者
運
転
免
許

証
返
納
制
度
の
導
入
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
町
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
の
大

幅
減
少
と
い
う
数
字
と
し
て
成
果
が
見

え
る
。子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
事
業
で
あ
り
評
価
す
る
。

町
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

自宅で映画をみる
ことです。

K.Nさん（77歳）K.Hさん（69歳）

飲みに行けないので
仕方なく家で読書を
しています。

図
書
館
に
は
約
７
万
冊
の
本
が

あ
り
、
令
和
２
年
度
は
新
た
に

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
図
書
を
３
７
０
万
円
分
購
入

し
て
い
る
が
、
廃
棄
図
書
は
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
る
の
か
。

９
８
４
冊
廃
棄
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
休
館
が
続
き
、

困
っ
て
い
る
住
民
も
い
る
。
今

後
電
子
図
書
館
の
導
入
は
。

今
年
か
ら
導
入
し
て
い
る
岡
垣

町
の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
・

研
究
し
た
い
。

川
上
誠
一
議
員

　
政
府
が
コ
ロ
ナ
に
乗
じ
て
一
気
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
る

こ
と
は
強
権
的
な
や
り
方
で
あ
る
。

　
ま
た
、
町
で
は
自
衛
官
の
新
規
募
集

の
た
め
に
18
歳
と
22
歳
の
名
簿
の
電
子

デ
ー
タ
を
自
衛
隊
に
一
括
提
供
し
て
い

る
。
福
岡
市
や
筑
後
市
で
も
行
わ
れ
て

い
た
が
、
個
人
情
報
審
議
会
は
「
自
衛

隊
に
対
し
便
宜
を
図
る
行
為
に
ほ
か
な

ら
ず
、
今
後
こ
の
よ
う
な
形
で
個
人
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
は
妥
当
と
は
言
え

な
い
」
と
し
て
い
る
。

　
町
の
個
人
情
報
の
提
供
は
、
個
人
情

報
を
慎
重
に
取
り
扱
い
、
個
人
利
益
を

保
護
す
る
立
場
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。

　

令
和
12
年
度
ま
で
引
き
続
き
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
目
標
人
口
の

設
定
や
移
住
定
住
の
促
進
・
人
材
育
成
・

産
業
振
興
・
教
育
振
興
な
ど
の
持
続
的

発
展
施
策
を
展
開
す
る
た
め
の
前
期
５

年
間
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

賛
成 

討
論

過
疎
の
町
か
ら
脱
却
を

◆
図
書
館
の
利
用
促
進

問答問

決 

算 

討 

論

図書館の様子

賛
成 

討
論

反
対 

討
論

全
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

事
業
を
展
開

過
疎
地
域

　

持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

妹
川
征
男
議
員

　

平
成
14
年
度
に
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
20
年
。
さ
ら
に
10
年
間
延
長
し
、

過
疎
債
に
頼
っ
た
借
金
財
政
の
町
と
す

る
こ
と
を
町
民
や
未
来
を
引
き
継
ぐ
芦

屋
の
子
ど
も
た
ち
は
誇
り
に
思
う
か
。

子
ど
も
が
他
町
の
友
人
か
ら
「
芦
屋
は

過
疎
の
町
、
貧
乏
な
町
」
と
冷
や
か
さ

れ
た
そ
う
だ
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
よ
う
推
進
し
て
も
、
過
疎
の
町

が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
転
入
希
望
者
は

少
な
い
。
郡
内
で
過
疎
の
自
治
体
は
芦

屋
町
だ
け
。
芦
屋
港
活
性
化
事
業
を
取

り
や
め
町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
施

策
を
実
施
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
過

疎
の
町
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
は
期
待

す
る
た
め
計
画
に
賛
成
す
る
。

町
の
個
人
情
報
の
管
理
は
原
則

を
逸
脱
し
て
い
る

答令
和
２
年
度
決
算

補

正

予

算

賛
否
一
覧
表

意

見

書

一

般

質

問

追
跡
レ
ポ
ー
ト

私
の
考
え
は

　

こ
う
っ
ち
ゃ
！
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議会から意見 書を国へ提出
議員から提出された４件の意見書のうち 　2 件を可決し、国や関係機関へ提出しました。

提出者：長島　毅議員    　賛成者：松岡　泉議員　

コロナ禍を乗り越えるためにも女性の貧困や
ＤＶ対策など国のジェンダー平等施策の
抜本的強化を求める意見書

提出者：川上　誠一議員　　賛成者：妹川　征男議員

　国へ雇用や社会保障制度、税金の使い方を見直し、以下のジェンダー施策を強化することを

求める意見書は賛成少数で否決されました。

１．女性労働者が多く占めるエッセンシャルワーカーの賃金と労働条件を保障すること。

２．最低賃金を全国一律時給１５００円以上に引き上げ、そのための中小企業支援を行うこと。

３．雇用を守る補償制度や休業助成金など女性支援制度を延長・拡充すること。

４．性暴力被害者を専門体制と財政支援で抜本拡充し、性的同意を明記する刑法改正を行うこと。

５．ハラスメント禁止を明記した法整備を行い、ＩＬＯハラスメント条約を批准すること。

要望内容

現在の最低賃金と乖離が大きすぎる 本田浩議員

反対 討論

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな
批准を求める意見書

提出者：川上　誠一議員　　賛成者：妹川　征男議員

現状と大
きく乖離

否  決

賛成多数
で

可  決
　女性差別撤廃条約の実効性を高めるために１１４カ国が批准している女性差別撤廃条約選択

議定書の速やかな批准を求める意見書を賛成多数で可決し、関係機関へ提出しました。

衆議院議長、参議院議長

　この議定書は、女性差別撤廃条約の実効性を高めるために１９９９年国連総会で採択され、

２０２１年１月 20 日現在、締約国１８９カ国中１１４カ国が批准している。条約締約国の個

人などが、条約で保障された権利の侵害を女性差別撤廃委員会に直接申し立てすることができ、

通報者と当事国に「見解」「勧告」を通知する制度を定めており、国連の女性差別撤廃委員会

などは、日本政府に対し批准を勧告している。

　政府の第５次男女共同参画基本計画からも、政府はただちに取り組むべきで、この議定書を

速やかに批准することを求める。

提出先

要望内容

　最低賃金が現行の全国平均時給９０２円から９３０円となり、福岡県でも令和３年10月１

日から時給８７０円となる。意見書では、「全国一律１５００円以上に引き上げること」

を求めているが、中小企業では支出に限界があり、東京と地方では均一とならない。

　また、１５００円と言う金額は現状とは大きく乖離しているため反対する。
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やむを得
ない改正

否  決

議会から意見 書を国へ提出
議員から提出された４件の意見書のうち 　2 件を可決し、国や関係機関へ提出しました。

満場一致
で

可  決
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

　コロナ禍で地方自治体は、財政需要の増加が見込まれる社会保障などへの対応に迫られて

おり、地方税財源の充実が不可欠のため、国に令和４年度地方財政対策と地方税制改正に向

けて、地方税財源の充実を求める意見書を満場一致で可決し、関係機関へ提出しました。

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長

官、経済再生担当大臣

１．急速な高齢化に伴い社会保障関係経費が増大しており、他の地方歳出に不合理なしわ寄

　　せがなされないよう、 十分な総額を確保すること。

２．固定資産税は、制度の根幹を揺るがす見直しは行わず、特例措置は本来国庫補助金等に

　　より対応し、今回限りの措置とし期限の到来をもって確実に終了すること。 

３．税制改正により土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整

　　措置は令和３年度限りとすること。

４．税制改正により講じられた環境性能割の臨時的軽減の延長は断じて行わないこと。 

５．炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地

　　方に税源配分すること。

提出者：長島　毅議員    　賛成者：松岡　泉議員　

提出先

要望内容

75歳以上の医療費窓口負担に関する意見書

提出者：川上　誠一議員　　賛成者：妹川　征男議員

　75 歳以上の人で、課税所得 28 万円以上かつ年収２００万円以上（複数世帯の場合は年収

３２０万円以上）の人に限って（加入者の約 20％）医療費窓口負担額１割を２割に引上げる

法律の施行を中止することを求める意見書は賛成少数で否決されました。

　令和 4 年以降に団塊世代が後期高齢者となり、医療費が増大する中で以下の理由により

反対する。①働き盛りの現役世代の保険料が増加する。②施行後３年間は自己負担限度が

３０００円と緩和措置が講じられる。③後期高齢者全員の保険料に影響する。④高額医療限

度額は従前と同様の適用がある。⑤この法律は本年６月に可決し、来年 10 月以降に施行さ

れる。今回の改正は今後、制度安定的構築のためにはやむを得ない。

内海猛年議員超高齢化が進む中ではやむを得ない改正である

反対 討論
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◆
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
補
助

当
初
の
発
売
額
７
０
０
０
万
円

を
1
億
円
に
増
額
し
た
理
由
は
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
振
興
を
図

る
た
め
で
あ
る
。

購
入
金
額
の
制
限
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
他
町
は
売
れ
残
っ
て
い

る
と
聞
く
が
販
売
状
況
は
。

今
回
の
購
入
限
度
額
は
、
ま
だ

正
確
な
確
認
が
取
れ
て
い
な
い
。

昨
年
は
全
て
完
売
し
て
い
る
。

若
者
の
購
入
が
少
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
ペ
イ
ペ
イ
（
ス
マ
ホ

決
済
）
と
リ
ン
ク
し
て
の
発
売
は
で
き

な
い
の
か
。

直
ち
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
今
後
商
工
会
と
検
討

し
て
い
く
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
施
策

補正のあった歳出の主な内容 補正額

　商工会補助金
　（コロナ禍の経済対策として発行される地域振興券プレミアム

　分 35％に対する補助金）
１８７０万円

　魚見公園整備基本計画策定業務委託
　（魚見公園の景観を維持するための園路整備や植栽などを検討

　する基本計画）
ー

　町有地（大君地区）法面崩落対策工事実施設計委託
　（崩落の恐れがある危険箇所の法面対策工事実施設計）

ー

　芦屋釜の里収蔵展示施設改修工事設計業務委託
　（重要文化財の芦屋釜を収蔵する展示室などの改修工事設計）

ー

※委託料は金額の公表を行っていません。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
２
０
０
万
円 

の 

増
額
補
正

◆
魚
見
公
園
の
整
備
計
画
を
策
定

整
備
後
の
魚
見
公
園
維
持
管
理
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
は
清
掃
と
除
草
業
務
が
中
心

で
あ
る
が
、
整
備
後
は
委
託
内
容

の
見
直
し
も
検
討
す
る
。

公
園
内
に
は
多
く
の
や
ぶ
椿
が
生

息
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
観
光
資

源
に
で
き
な
い
か
。

計
画
に
は
植
栽
を
含
ん
で
い
る
の

で
、
現
状
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問答

問答

魚見公園第一展望台

問答問答

問答

家飲み・映画鑑賞・
散歩です。
呑んでダイエット！

コロナ自粛期間中
でのあなたの楽し
み方は？

一言インタビュー

H.Nさん（60歳）
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　議案の賛否を掲載しています。

　※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

９月定例会で意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対 を表しています。

議案名

芦屋町過疎地域持続的発展計画の策定 令和２年度芦屋町国民宿舎特別会計決算の認定

令和２年度芦屋町モーターボート競走事業会計未処分利益剰
余金の処分 令和２年度芦屋町給食センター特別会計決算の認定

令和３年度芦屋町一般会計補正予算（第２号） 令和２年度芦屋町公共下水道事業会計決算の認定

令和３年度芦屋町給食センター特別会計補正予算（第１号） コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を
求める意見書

令和２年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別
会計決算の認定

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
小
田
川
上
横
尾
辻
本

芦屋町個人情報保護条例及び芦屋町行政手続における特
定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に
基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例の一部を改正する条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 可決

令和２年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 認定

令和２年度芦屋町国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 認定

令和２年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ー ９ ２ 認定

令和２年度芦屋町モーターボート競走事業会計決算
の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ー 10 １ 認定

女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める
意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ー 10 １ 可決

コロナ禍を乗り越えるためにも女性の貧困やＤＶ対策な
ど国のジェンダー平等施策の抜本的強化を求める意見書 × × × × × × × ○ × ○ × ー ２ ９ 否決

75 歳以上の医療費窓口負担に関する意見書 × × × × × × × ○ × ○ × ー ２ ９ 否決

満場一致で可決、同意された議案

自分の健康管理の
見直しができてい
ます。

K.K さん（78歳）K.Hさん（49歳）

ジョギングなどを
して身体を鍛えて
います。
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一般質問
町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

11 松岡 　泉
○防災・減災

○遺族の手続き一括対応

12 川上 誠一
○特別障害者手当の周知

○重要土地等調査規制法

13 萩原 洋子
○洞山・柏原漁港周辺の活性化

○認知症の早期発見・早期対応

14 長島 　毅 ○町外への芦屋町の魅力発信

ー ※　妹川 征男 □埋められた農業用水路

○：記事掲載あり　　□：記事掲載なし

　９月３日に５人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの所信

を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

一般質問会議録

※妹川議員の一般質問については全員協議会で審議中のため、議会だよりへの掲載が保留となり

ました。
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５人の議員が登壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

町
は
国
や
県
の
防
災
・
減
災
の

強
靭
化
計
画
に
準
じ
、
３
月
に

計
画
を
策
定
し
た
。

　
し
か
し
、
町
の
防
災
・
減
災
対
策
は

前
進
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
風
水

害
対
策
の
課
題
は
何
か
。

遠
賀
川
や
西
川
の
重
要
水
防
箇

所
か
ら
の
浸
水
、
汐
入
川
の
越

水
、道
路
冠
水
な
ど
の
状
況
の
把
握
と
、

台
風
な
ど
で
停
電
が
長
期
化
と
な
っ
た

場
合
の
対
応
が
課
題
で
あ
る
。

危
険
地
域
の
詳
細
情
報
を
早
期

に
収
集
す
る
た
め
、
水
位
計
の

増
設
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
監
視
用

の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

突
然
の
大
雨
な
ど
の
対
応
で
重

要
箇
所
を
把
握
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
カ
メ
ラ
の
設
置
や
有
効
な

方
法
な
ど
を
関
係
課
と
協
議
、
検
討
し

た
い
。
ま
た
、
道
路
や
用
水
路
の
冠
水

し
や
す
い
場
所
も
監
視
で
き
る
仕
組
み

を
検
討
し
た
い
。

災
害
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
避

難
弱
者
の
個
別
避
難
計
画
の
作

成
の
努
力
義
務
化
な
ど
が
規
定
さ
れ

た
。
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
も
普

及
啓
発
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
資

料
は
、
町
の
避
難
訓
練
で
配
布

し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し

て
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
今
年
度
改

定
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
普
及
促
進
の
た
め
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
作
成
要
領
を
記
載
で

き
な
い
か
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
内
容
を
一
緒
に
掲

載
す
る
こ
と
で
、そ
の
中
で
作
成
で
き
、

一
目
で
分
か
り
や
す
く
、
一
緒
に
保
管

で
き
る
利
点
が
あ
る
。
今
後
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

遺
族
の
役
場
で
の
手
続
き
は
複
数

の
窓
口
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
精
神
的
負
担
を
強
い
て
い
る
。
遺

族
に
寄
り
添
っ
た
一
括
窓
口
対
応
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

庁
舎
一
階
に
あ
る
住
民
課
、
福

祉
課
、
健
康
・
こ
ど
も
課
、
税

務
課
で
の
手
続
き
は
一
括
で
対
応
し
て

い
る
。
来
庁
者
の
９
割
が
こ
れ
に
該
当

し
、一
定
以
上
の
対
応
は
で
き
て
い
る
。

た
だ
し
、
住
民
に
分
か
り
や
す
く
、
優

し
い
、
そ
し
て
迷
わ
な
い
窓
口
へ
の
改

善
は
常
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

答

問答

録画中継

遺
族
の
手
続
き

　
　
　
　

一
括
対
応

答

答

問問

松ま

つ

お

か
岡  

泉
い
ず
み 

防災・減災

問

答

問

防災・減災対策の前進を

マイタイムラインを普及
総務課長

注
１

※注１：マイタイムライン

　住民個々の防災行動計画のこと

通常時 冠水時

大君地区の通常時の様子と冠水時の様子の比較

冠水

令
和
２
年
度
決
算

補

正

予

算

賛
否
一
覧
表

意

見

書

一

般

質

問

追
跡
レ
ポ
ー
ト

議会だよりあしや⑪ 令和 3年 11 月 25 日　第 211 号



特
別
障
害
者
手
当
は
障
害
者
手

帳
が
無
く
て
も
著
し
く
重
い
障

害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
特
別
な
介
護

が
必
要
な
人
に
月
２
万
７
３
５
０
円
支

給
さ
れ
る
国
の
制
度
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
の
要
介
護
４
、
要
介
護
５

の
高
齢
者
も
手
当
を
受
け
取
れ
る
可
能

性
が
あ
る
が
、
内
容
を
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
町
と
し
て
周
知
徹
底
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

認
知
症
が
重
度
で
あ
っ
た
り
要

介
護
４
や
要
介
護
５
で
あ
る
な

ど
、
重
度
障
害
と
同
程
度
と
認
定
さ
れ

る
場
合
に
は
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
い
場
合
で
も
特
別
障
害
者
手
当
を

受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
な
お
、
審
査
は
医
師
の
診
断
書
に
基

づ
き
県
が
行
っ
て
い
る
。
指
摘
の
と
お

り
、
高
齢
者
に
対
し
て
積
極
的
な
周
知

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
修

正
し
、
広
報
や
高
齢
者
支
援
係
の
窓
口

で
も
周
知
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
も
制
度
の
周
知
を
行
い
、
対

象
と
な
り
そ
う
な
人
へ
の
案
内
を
依
頼

し
た
い
。

芦
屋
町
の
特
別
障
害
者
手
当

の
受
給
者
は
何
人
い
る
の
か
。

ま
た
、
手
当
受
給
の
可
能
性
が
あ
る

要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
人
は
何
人

い
る
の
か
。

町
内
の
特
別
障
害
者
手
当
受
給

者
は
８
人
お
り
、
全
て
障
が
い

者
で
あ
る
。
７
月
末
現
在
で
要
介
護
４

の
人
が
１
０
０
人
、
要
介
護
５
の
人
が

58
人
で
合
計
１
５
８
人
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
制
度
の
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
在
宅
で
過
ご
さ
れ
て
い
る

人
は
50
人
程
度
存
在
す
る
。

国
会
で
「
重
要
土
地
等
調
査
規

制
法
」
が
成
立
し
、
こ
れ
に
よ

り
基
地
周
辺
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
注

視
区
域
や
特
別
注
視
区
域
に
指
定
さ
れ

た
。
こ
の
法
は
戦
前
の
要
塞
地
帯
法
の

現
代
版
で
あ
る
。土
地
や
建
物
の
所
有
、

利
用
に
関
す
る
調
査
、
政
府
に
よ
る
利

用
制
限
や
中
止
の
勧
告
と
命
令
が
で
き

る
。
芦
屋
基
地
の
指
定
区
域
は
。

基
地
を
通
じ
て
防
衛
省
に
問
い

合
わ
せ
を
し
た
が
、「
土
地
利
用

状
況
審
査
会
の
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検

討
す
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

防
衛
省
は
す
で
に
全
国
６
５
０

の
基
地
周
辺
８
万
カ
所
の
土
地

所
有
者
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
芦
屋

町
で
も
３
０
０
件
の
土
地
所
有
者
の
情

報
収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
調
査
を
行
っ
た
の
か
。

九
州
防
衛
局
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
「
法
務
局
よ
り
不
動
産
登
記

簿
と
公
図
を
取
り
つ
け
土
地
所
有
者
の

確
認
を
し
た
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

答

問答

問答 問答

録画中継

特別障害者手当の周知

制度内容の周知徹底は

広報や窓口などで周知
福祉課長

高齢者支援係の窓口で相談している住民の様子

問

川か
わ
か
み上
誠せ
い
い
ち一

　
　

重
要
土
地
等

　
　
　

調
査
規
制
法
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洞
山
周
辺
は
ゴ
ミ
が
目
立
つ
の

で
対
策
が
必
要
で
は
。

漂
着
ゴ
ミ
は
、
今
後
も
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
回
収
し
て
い
く
。

来
訪
者
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
関
係
者
と
清

掃
区
域
や
内
容
を
見
直
し
、
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
向
上
の
対
策
も
協
議
す
る
。

柏
原
漁
協
が
管
理
す
る
海
の
駅

は
休
業
し
、
洞
山
周
辺
に
は
買

物
を
す
る
場
所
も
な
い
。
今
後
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

そ
の
周
辺
は
山
鹿
の
観
光
エ
リ

ア
と
し
て
観
光
や
活
性
化
策
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
観

光
基
本
構
想
の
中
で
も
課
題
と
し
て
検

討
す
る
。

洞
山
に
あ
る
看
板
は
分
か
り
づ

ら
く
、
洞
窟
を
見
る
に
も
段
差

が
あ
り
安
全
に
降
り
ら
れ
な
い
。
観
光

客
の
利
便
性
の
向
上
や
安
全
対
策
を
ど

う
考
え
る
の
か
。

利
便
性
向
上
の
た
め
内
容
を
含

め
看
板
設
置
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
来
年
度
予
定
し
て
い
る
胸
壁
工
事

に
併
せ
て
安
全
対
策
も
検
討
す
る
。

洞
山
は
崩
落
の
危
険
も
あ
り
、

岩
場
も
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
。
岩
場
に
橋
を
作
り
、
安
全
に
観
光

で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

岩
場
は
危
な
い
の
で
、
木
の
道

な
ど
を
作
り
安
全
に
降
り
ら
れ

る
よ
う
に
す
れ
ば
子
ど
も
も
磯
遊
び
が

で
き
る
の
で
何
と
か
実
施
計
画
に
上
げ

る
。
周
辺
の
飲
食
店
整
備
は
苦
労
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り
入
れ

安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
地
に
し
た
い
。

認
知
症
を
早
期
発
見
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

家
族
や
民
生
委
員
な
ど
か
ら
相

談
・
情
報
提
供
の
あ
っ
た
高
齢
者

を
保
健
師
が
訪
問
し
、
受
診
を
勧
め
て

い
る
。
広
報
掲
載
や
認
知
症
あ
ん
し
ん

ガ
イ
ド
の
配
布
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で
正
し
い
知
識
の
啓
発
や
早

期
治
療
開
始
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
る
。

今
後
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

広
報
で
特
集
記
事
の
掲
載
や
、

ガ
イ
ド
の
折
り
込
み
、
各
種
健

康
教
室
な
ど
で
説
明
を
加
え
て
ガ
イ
ド

の
配
布
を
行
い
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
。

近
年
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
を
目
的
に
「
物
忘
れ

検
診
」
を
導
入
す
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。
今
後
町
で
の
導
入
の
考
え
は
。

現
在
の
取
り
組
み
や
他
自
治
体

の
事
例
を
検
証
し
、
必
要
性
を

検
討
し
た
い
。

答

問答

録画中継

認
知
症
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応

答答 問 答問

萩原議員がイメージする橋の案

問

萩は
ぎ

原わ
ら

洋ひ
ろ

子こ

　
　

洞山・柏原漁港周辺の活性化

問問答答 問

洞山の岩場に橋を

安心して遊べる公園地に
町長

橋↑

橋↑
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海
岸
線
の
魅
力
を
活
か
し
た
芦
屋

港
活
性
化
の
機
運
醸
成
事
業
と
人

材
発
掘
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

多
く
の
人
に
期
待
感
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
芦
屋
港
周
辺
エ

リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
活
性
化
に
繋

が
る
た
め
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
情
報
発
信
を
行
う
。
こ
れ
ら
を
担
う

人
材
発
掘
と
育
成
の
た
め
、
意
欲
や
ス

キ
ル
が
あ
る
人
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

講
習
な
ど
を
行
う
。
人
材
が
不
足
す
る

分
野
に
は
、
外
部
か
ら
効
果
的
に
登
用

し
て
い
く
。

町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
を
増

や
す
た
め
に
は
観
光
協
会
と
の

連
携
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
取

り
組
み
や
目
標
は
。

観
光
協
会
は
観
光
サ
イ
ト
の
運

営
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
、
回
遊
マ
ッ

プ
作
成
な
ど
で
観
光
情
報
を
発
信
し
て

い
る
。
町
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
域
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
へ
の
対
応
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
へ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
・
取

材
対
応
を
行
い
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

は
特
設
サ
イ
ト
な
ど
で
情
報
を
発
信
し

て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
活
用
す
る
た

め
観
光
協
会
と
課
題
な
ど
を
検
討
し
、

「
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
の
増
加
」
を
目
標
に

投
稿
数
を
増
や
し
、「
魅
力
の
伝
え
方
」

や
「
誰
に
何
を
伝
え
る
の
か
」
を
考
え
、

観
光
振
興
に
繋
が
る
発
信
を
行
う
。

観
光
案
内
看
板
の
定
期
的
な
更

新
や
、
町
歩
き
や
ド
ラ
イ
ブ
へ

誘
導
す
る
よ
う
な
看
板
に
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

内
容
や
見
せ
方
な
ど
の
工
夫
で

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、「
あ
そ
こ

に
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

は
、観
光
Ｐ
Ｒ
の
視
点
か
ら
も
重
要
で
、

町
内
周
遊
や
再
来
町
を
促
す
効
果
も
あ

る
。
今
後
、
周
遊
な
ど
に
繋
が
る
よ
う

魅
力
的
で
効
果
的
な
情
報
発
信
と
な
る

よ
う
努
め
、
新
設
や
改
修
も
、
各
施
設

整
備
な
ど
も
考
慮
し
検
討
す
る
。

全
天
候
型
の
モ
ー
ヴ
ィ
と
の
連

携
は
、
秋
や
冬
で
も
周
遊
Ｐ
Ｒ

な
ど
有
効
性
が
あ
る
。
積
極
的
に
観
光

戦
略
に
活
か
す
べ
き
で
は
。

来
場
者
へ
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
積

極
的
に
行
い
、
魅
力
を
伝
え
、

町
内
周
遊
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
は
必
要

不
可
欠
と
考
え
る
。
Ｐ
Ｒ
効
果
を
高
め

て
い
く
た
め
、
観
光
協
会
と
も
連
携
し

検
討
し
て
い
る
が
、
今
後
は
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
局
と
も
協
議
し
た
い
。

今
後
の
芦
屋
町
の
魅
力
発
信
は
。

一
つ
一
つ
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
が
、
職
員

数
に
も
限
り
が
あ
り
、
町
民
も
ス
マ
ホ

な
ど
で
魅
力
を
発
信
し
て
ほ
し
い
。
職

員
一
同
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
。

答答 問 問

問答 問 答

長な
が
し
ま
島  

毅
つ
よ
し 

録画中継

町外への芦屋町の魅力発信

これからの魅力発信は

ＳＮＳでの魅力発信を
町長

町内に設置してある観光案内看板

問答

令
和
２
年
度
決
算

補

正

予

算

賛
否
一
覧
表

意

見

書

一

般

質

問

追
跡
レ
ポ
ー
ト
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他町も注目！芦屋町のＩＣＴ教育（　　　　　）



令
和
２
年
度
決
算

補

正

予

算

賛
否
一
覧
表

意

見

書

一

般

質

問

追
跡
レ
ポ
ー
ト

　10 月 8 日（金）に芦屋東小

学校で行われた教育委員会指

定・委嘱研究発表会を見学し、

教育長にも話を聞きました。

　遠賀中間地区の教育委員会な

どから 69 人が参加しており、

ＩＣＴ教育への期待の大きさを

感じました。

議会だよりあしや⑮ 令和 3年 11 月 25 日　第 211 号

追 

跡

レ
ポ
ー
ト

学校

ＩＣＴ化を進めることにより、教

育にどのような変化が生まれる

のか。

電子黒板を導入し、授業をユニ

バーサルデザイン化、視覚化す

ることで、わかりやすい授業となり、

教育効果を向上させることができる。

また、データを活用することで授業の

準備時間が短縮され、教師が子ども

と向き合う時間が多く確保できる。

→

　ユニバーサルデザイン化・
　　視覚化でわかりやすい授業に

　例えば図形の授業では
ＩＣＴ機器を使うことに

よって、児童生徒が平面

図を移動させたり、転回

させたりして立体的に捉

えることができ、理解力

が深まっている。

　教師用デジタル教科書を導入し、教材などの準

備時間が短縮され、教師の活動時間が増えたため、

子どもと向き合う時間を多く確保できている。

平成３０年
　３月定例会での質問

過去の議会で質問

したことがその後

どうなっているの

か追跡しました。

そ
の
後
ど
う
　
な
っ
た
の
？

他町も注目！芦屋町のＩＣＴ教育（　　　　　）
勉強が遅れている児童への対応は。

習熟度別学習にもＩＣＴ機器を効果的に活用し、

その児童にあった指導を行っている。

ＩＣＴの苦手な教員もいるのでは。

新任や転任してきた教員などには、年度当初や

夏休みの間に研修を実施し、一定のラインまで

習得を進めている。

他町の教育委員会との違いはあるのか。

県内で教師用デジタル教科書で全学年・全教科

に導入しているのは芦屋町だけだった（令和２

年 11 月の県教育委員会の調査参照）。ＩＣＴ支援員

は通常、中学校区に１人だが、芦屋町は各学校に常勤

１人を配置し、教員へのサポートも充実させている。

　また、小学校の英語教育においても、学力向上のた

め専門性の高い指導ができる専科教員を１人配置し、

各小学校で巡回指導を行っている。これは教員の働き

方改革にもつながっている。

データを活用し授業の準備時間短縮、
　子どもと向き合う時間を確保

①

②

①

②

問

答

問

答
図形をスライドしている様子

三桝賢二教育長

問

問

答

答

電子黒板やタブレットを活用した授業風景

ＩＣＴ化は

どこまで進んだ？

実際の教育現場は・・・

教育委員会
指定・委嘱研究発表会



次回の定例会は 12月 9日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

町かど

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧

ください。なお、配信は本会議終了から

７日後（土日祝日のぞく）になります。

録画中継ページ

中
学
校
最
後
の
体
育
大
会
は
ど
う

で
し
た
か
？

コ
ロ
ナ
禍
で
体
育
大
会
が
本
当
に

実
施
さ
れ
る
の
か
、
ず
っ
と
心
配

で
し
た
。
本
格
的
に
練
習
が
始
ま
っ
て
か

ら
も
練
習
期
問
が
短
い
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク

や
応
援
団
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
不
安
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
が

真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
、
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
一
人
一

人
が
競
技
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
も
全
力
で

頑
張
っ
て
い
た
の
で
、
芦
中
全
体
が
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
で
も
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
を
目
指
し
団
結
し
、
み
ん
な

で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
体
育
大
会
を
大

成
功
に
導
く
こ
と
が
で
き
て
、
最
高
の
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。
体
育
大
会
実
施
に

向
け
て
ご
指
導
と
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
や
保
護
者
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

改
修
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ど
う
で

す
か
？

改
修
工
事
の
終
わ
り
を
ず
っ
と
待

ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。
新

し
く
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
雑
草
も
な

く
、
と
て
も
き
れ
い
で
運
動
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ン
ド
も
改
修
さ

れ
、
と
て
も
快
適
と
な
っ
た
こ
と
で
、
体

育
大
会
も
全
力
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
後
も
大
切
に
使
っ
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
体
育
大
会
は
ど
う
で

し
た
か
？

多
く
の
行
事
が
中
止
に
な
る
中
、

生
徒
た
ち
の
「
体
育
大
会
を
や
り

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
最
大
限
に
生
か

し
た
い
と
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
ま

し
た
。
創
意
工
夫
し
、
無
事
に
体
育
大
会

が
開
催
で
き
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
改
修
し
、
そ
の
後

の
使
い
勝
手
は
ど
う
で
す
か
？

以
前
は
水
は
け
が
悪
く
雨
が
降
る

と
な
か
な
か
使
え
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
改
修
後

は
半
日
も
す
れ

ば
使
え
る
の
で

部
活
な
ど
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

Ａ Ｑ

ＱＡ

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、本会

議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※ 日程は変更になる場合があります。傍聴を希望する場合は議会事務局

にお問い合わせください。　（℡ 223-3579）

※新型コロナウイルス感染症の今後の状況によっては、傍聴をお断りす

　る可能性がありますので、ご了承ください。

～最高の思い出（芦屋中学校体育大会）～

３年生　小田　響生さん

校長　山下　高志さん

インタビュー

録画中継で見た表決の様子

ＱＡＱＡ

３
年
生
　
小
田
　
響
生
さ
ん

　（
赤
ブ
ロ
ッ
ク
・
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
）

芦
屋
中
学
校
長
　
山
下
　
高
志
さ
ん

議
会
だ
よ
り
あ
し
や
／
発
行
●
芦
屋
町
議
会
　
編
集
●
議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
〒8

0
7
-0

1
9
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福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
幸
町2

-2
0

　
☎0

9
3

（2
2
3

）3
5
7
9

　
印
刷
●
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
コ
ロ
ニ
ー

議 

員 

控

 

室

９月 28日にコロナ禍のため無観客で行われた芦屋中

学校体育大会。グラウンドは昨年度に改修し、水は

け機能などが向上しました。生徒や校長先生に体育

大会の感想やグラウンドの使い勝手を聞いたっちゃ。

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
辻
本
　
一
夫
　

【
議
会
広
報
常
任
委
員
会
】

　
委
員
長
　
　
萩
原
　
洋
子
　

　
副
委
員
長
　
信
国
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
内
海
　
猛
年

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
被
害
は
、
芦
屋
町
の
中
で

も
「
生
活
・
仕
事
・
学
校
」
な
ど

様
々
な
と
こ
ろ
で
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
大
変

不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
芦
屋
町
で
は
5
月
8
日
か
ら
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
が
開
始

さ
れ
、
健
康
・
こ
ど
も
課
が
主
体

と
な
り
、
芦
屋
中
央
病
院
を
は
じ

め
各
医
療
従
事
者
、
役
場
職
員
、

一
般
ス
タ
ッ
フ
な
ど
多
大
な
る
ご

尽
力
で
75
％
以
上
の
町
民
が
接
種

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
接
種
後
も
今
ま
で
ど
お
り
の
感

染
対
策
を
徹
底
し
、「
う
つ
ら
な

い
・
う
つ
さ
な
い
」
を
心
掛
け
て

い
く
事
が
大
切
で
す
。
一
日
も
早

く
安
全
・
安
心
な
生
活
を
お
く
れ

る
日
が
訪
れ
る
よ
う
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

中
西
　
智
昭
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